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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】発光効率及び発光機能の信頼性が向上されたＬ
ＥＤパッケージを提供する。
【解決手段】ＬＥＤパッケージは、第１光を発生する発
光ダイオードＬＤ、第１光を吸収して第１光と異なる波
長の第２光を発生する蛍光体ＦＳ、及び蛍光体の表面に
具備される少なくとも１つのコアシェル粒子ＣＰを含む
。コアシェル粒子は、第１光及び第２光の中で少なくと
も１つの光成分を受信して表面プラズモン共鳴（ｓｕｒ
ｆａｃｅ　ｐｌａｓｍｏｎ　ｒｅｓｏｎａｎｃｅ）を誘
導する金属粒子、及び金属粒子の表面にコーティングさ
れる絶縁層を含む。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１光を発生する発光ダイオードと、
　前記第１光を吸収して前記第１光と異なる波長を有する第２光を発生する蛍光体と、
　前記蛍光体の表面に具備される少なくとも１つのコアシェル粒子と、を含み、
　前記コアシェル粒子は、
　　前記第１光及び前記第２光の中で少なくとも１つの光成分を受信して表面プラズモン
共鳴（ｓｕｒｆａｃｅ　ｐｌａｓｍｏｎ　ｒｅｓｏｎａｎｃｅ）を誘導する金属粒子と、
　　前記金属粒子の表面にコーティングされる絶縁層と、を含み、
　前記コアシェル粒子は前記蛍光体の前記表面に多数に提供され、前記蛍光体の前記表面
は前記多数のコアシェル粒子によってカバーされることを特徴とするＬＥＤパッケージ。
【請求項２】
　前記少なくとも１つの光成分を除外した残りの光成分は前記金属粒子の前記表面で散乱
され、前記散乱された残りの光成分が前記コアシェル粒子に隣接する他のコアシェル粒子
へ提供されて前記表面プラズモン共鳴が発生する頻度数が増加することを特徴とする請求
項１に記載のＬＥＤパッケージ。
【請求項３】
　前記金属粒子は金、白金、銀、パラジウム、カドミウム、コバルト、ルテニウム、銅、
インジウム、ニッケル、及び鉄の中でいずれか１つ又はこれらを少なくとも１つ含む合金
を含むことを特徴とする請求項１に記載のＬＥＤパッケージ。
【請求項４】
　光を受信して映像を表示する表示パネルと、
　前記光を発生するＬＥＤパッケージと、を含み、
　前記光は前記ＬＥＤパッケージから発生する第１光及び第２光を含み、
　前記ＬＥＤパッケージは、
　　前記第１光を発生する発光ダイオードと、
　　前記第１光を吸収して前記第１光と異なる波長を有する前記第２光を発生する蛍光体
と、
　　前記蛍光体の表面に具備される少なくとも１つのコアシェル粒子と、を含み、
　　前記コアシェル粒子は、
　　　　前記第１光及び前記第２光の中で少なくとも１つの光成分を受信して表面プラズ
モン共鳴（ｓｕｒｆａｃｅ　ｐｌａｓｍｏｎ　ｒｅｓｏｎａｎｃｅ）を誘導する金属粒子
と、
　　　　前記金属粒子の表面にコーティングされる絶縁層と、を含む表示装置。
【請求項５】
　前記コアシェル粒子は前記蛍光体の前記表面に多数に提供され、前記蛍光体の前記表面
は前記多数のコアシェル粒子によってカバーされることを特徴とする請求項４に記載の表
示装置。
【請求項６】
　前記少なくとも１つの光成分を除外した残りの光成分は前記金属粒子の前記表面で散乱
され、前記散乱された残りの光成分が前記コアシェル粒子に隣接する他のコアシェル粒子
へ提供されて前記表面プラズモン共鳴が発生する頻度数が増加することを特徴とする請求
項４に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記絶縁層は光透過性を有することを特徴とする請求項４に記載の表示装置。
【請求項８】
　前記絶縁層は窒化物及び酸化物の中の少なくともいずれか１つを含むことを特徴とする
請求項７に記載の表示装置。
【請求項９】
　前記酸化物はチタニウム酸化物、シリコン酸化物、アルミニウム酸化物、イットリウム
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酸化物、及びマグネシウム酸化物の中で少なくともいずれか１つを含み、前記窒化物はシ
リコンナイトライド及びアルミニウムナイトライドの中で少なくともいずれか１つを含む
ことを特徴とする請求項８に記載の表示装置。
【請求項１０】
　前記金属粒子は金、白金、銀、パラジウム、カドミウム、コバルト、ルテニウム、銅、
インジウム、ニッケル、及び鉄の中でいずれか１つ又はこれらを少なくとも１つ含む合金
を含むことを特徴とする請求項４に記載の表示装置。
　
　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はＬＥＤパッケージ及びこれを有する表示装置に関し、より詳細には蛍光体を利
用して発生する光の波長が制御されるＬＥＤパッケージ及びこれを光源として有する表示
装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　最近、表示装置の光源として発光ダイオードを含むＬＥＤパッケージが適用されている
。発光ダイオードは冷陰極蛍光ランプより低電力で駆動が可能であり、高輝度の光を得ら
れる。したがって、ＬＥＤパッケージは表示装置の光源だけでなく、一般照明装置にも幅
広く使用されている。
【０００３】
　一方、互いに異なる色を発光する多数の発光ダイオードを組合してＬＥＤパッケージか
ら発生する光の色相が調節されることがある。しかし、この場合、多数の発光ダイオード
を駆動するため、ＬＥＤパッケージの駆動回路が複雑になる。そのため、ＬＥＤパッケー
ジの小型化を具現するのが容易でない。したがって、ＬＥＤパッケージから発生する光の
色相を調節するためにＬＥＤパッケージに蛍光体が適用されている。蛍光体は発光ダイオ
ードから発生する光を受信してその波長を変更させる。したがって、ＬＥＤパッケージで
最終的に出射される光の色相は発光ダイオードから出射される光の色相及び蛍光体から出
射される光の色相によって調節され得る。この場合に、蛍光体の発光効率及び信頼性はＬ
ＥＤパッケージの発光に関連する品質に影響を与える。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】韓国特許公開第１０－２０１２－００２２３７２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の一目的は発光効率及び発光機能の信頼性が向上されたＬＥＤパッケージを提供
することにある。
【０００６】
　本発明の他の目的は上述したＬＥＤパッケージを含む表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述した本発明の一目的を達成するために、本発明によるＬＥＤパッケージは、第１光
を発生する発光ダイオード、前記第１光を吸収して前記第１光と異なる波長を有する第２
光を発生する蛍光体、及び前記蛍光体の表面に具備される少なくとも１つのコアシェル粒
子を含む。また、前記コアシェル粒子は、前記第１光及び前記第２光の中で少なくとも１
つの光成分を受信して表面プラズモン共鳴（ｓｕｒｆａｃｅ　ｐｌａｓｍｏｎ　ｒｅｓｏ
ｎａｎｃｅ）を誘導する金属粒子、及び前記金属粒子の表面にコーティングされる絶縁層
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を含む。
【０００８】
　上述した本発明の他の目的を達成するために、本発明による表示装置は、光を受信して
映像を表示する表示パネル及び前記光を発生するＬＥＤパッケージを含む。前記光は前記
ＬＥＤパッケージから発生する第１光及び第２光を含む。
【０００９】
　また、前記ＬＥＤパッケージは、前記第１光を発生する発光ダイオード、前記第１光を
吸収して前記第１光と異なる波長を有する第２光を発生する蛍光体、及び前記蛍光体の表
面に具備される少なくとも１つのコアシェル粒子を含む。前記コアシェル粒子は、前記第
１光及び前記第２光の中で少なくとも１つの光成分を受信して表面プラズモン共鳴（ｓｕ
ｒｆａｃｅ　ｐｌａｓｍｏｎ　ｒｅｓｏｎａｎｃｅ）を誘導する金属粒子、及び前記金属
粒子の表面にコーティングされる絶縁層を含む。
【００１０】
　本発明の一実施形態によれば、前記表示パネルは液晶表示パネルであり得る。
【００１１】
　本発明の他の実施形態によれば、前記表示パネルはエレクトロ・ウェッティング表示パ
ネルであり得る。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、発光効率及び発光機能の信頼性が向上されたＬＥＤパッケージ及び表
示装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の一実施形態によるＬＥＤパッケージの断面図である。
【図２】図１に図示された光学粒子の拡大図である。
【図３】図２に図示されたコアシェル粒子の断面図である。
【図４】図３に図示されたコアシェル粒子の表面を拡大して示した図面である。
【図５】本発明の実施形態による絶縁層の厚さにしたがう蛍光体の発光強さの相対値を示
すグラフである。
【図６】本発明の他の実施形態による光学粒子の断面図である。
【図７】本発明の他の実施形態による液晶表示装置の分解斜視図である。
【図８】本発明のその他の実施形態による表示装置の断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、添付した図面を参照して本発明の実施形態を詳細に説明する。上述した本発明の
目的、特徴及び効果は図面に関連された実施形態を通じて容易に理解され得る。但し、本
発明はここで説明される実施形態に限定されなく、多様な形態に応用されて変形されるこ
ともあり得る。むしろ後述される本発明の実施形態は本発明によって開示された技術思想
をより明確にし、さらに本発明が属する分野で平均的な知識を有する当業者に本発明の技
術思想が十分に伝達され得るように提供される。したがって、本発明の範囲が後述される
実施形態によって限定されることとして解釈されてはならない。一方、下記の実施形態と
図面上に同一の参照番号は同一の構成要素を示す。
【００１５】
　図１は本発明の一実施形態によるＬＥＤパッケージの断面図であり、図２は図１に図示
された光学粒子の拡大図であり、図３は図２に図示されたコアシェル粒子の断面図である
。
【００１６】
　図１、図２、及び図３を参照すれば、ＬＥＤパッケージ（Ｌｉｇｈｔ－Ｅｍｉｔｔｉｎ
ｇ　Ｄｉｏｄｅ　Ｐａｃｋａｇｅ：１００）はモールド１０、発光ダイオードＬＤ、保護
層２０、第１電気端子Ｅ１、第２電気端子Ｅ２、第１電極線Ｗ１、第２電極線Ｗ２、及び
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多数の光学粒子ＦＰを含む。前記多数の光学粒子ＦＰの各々は蛍光体ＦＳ及び多数のコア
シェル粒子ＣＰを含む。
【００１７】
　前記モールド１０はその内部に前記発光ダイオードＬＤを収納する収納空間を有し、上
部が開放された形状を有する。本発明の実施形態では、前記モールド１０は絶縁性材料を
包含することができる。例えば、前記モールド１０はポリフタラミド（Ｐｏｌｙｐｈｔｈ
ａｌａｍｉｄｅ：ＰＰＡ）のようなプラスチックを包含することができる。前記発光ダイ
オードＬＤは前記モールド１０の前記収納空間に収納されて第１光Ｌ１を発生し、前記第
１光Ｌ１は前記発光ダイオードＬＤの発光面ＥＳを通じて出射される。前記発光ダイオー
ドＬＤは半導体物質のＰＮ接合を含み、前記発光ダイオードＬＤは前記ＰＮ接合で電子及
び正孔の再結合（ｒｅｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ）にしたがって発生するエネルギーを前記
第１光Ｌ１として放出させる。本発明の実施形態では、前記半導体物質は砒素化ガリウム
（ＧａＡｓ）、リン化ガリウム（ＧａＰ）、及びリン化インジウム（ＩｎＰ）のような酸
化物半導体を包含することができる。
【００１８】
　前記保護層２０は絶縁性材料を含み、前記保護層２０は前記モールド１０の前記収納空
間に満たされて前記発光ダイオードＬＤをカバーする。前記絶縁性材料はシリコン樹脂及
びエポキシ樹脂のような光透過度を有する物質を包含でき、この場合に、前記発光ダイオ
ードＬＤから発生した前記第１光Ｌ１は前記保護層２０を透過して前記モールド１０の外
部へ出射されるか、或いは前記多数の光学粒子ＦＰ側へ提供され得る。
【００１９】
　前記第１電気端子Ｅ１及び前記第２電気端子Ｅ２の各々は導電性材料を含む。前記第１
電気端子Ｅ１は前記発光ダイオードＬＤの陽極と電気的に連結され得り、前記第２電気端
子Ｅ２は前記発光ダイオードＬＤの陰極と電気的に連結され得る。本発明の実施形態では
、前記第１及び第２電気端子Ｅ１、Ｅ２の各々の一端部は前記モールド１０の前記収納空
間内に位置し、前記第１及び第２電気端子Ｅ１、Ｅ２の各々の他端部は前記モールド１０
の外部へ引き出されることができる。
【００２０】
　前記第１電極線Ｗ１は前記発光ダイオードＬＤの陽極と前記第１電気端子Ｅ１を電気的
に連結させ、前記第２電極線Ｗ２は前記発光ダイオードＬＤの陰極と前記第２電気端子Ｅ
２を電気的に連結させる。したがって、前記第１電気端子Ｅ１及び前記第２電気端子Ｅ２
を外部の電源提供装置の電気端子と電気的に連結させる場合に、前記電源提供装置から提
供される電源によって、前記発光ダイオードＬＤは前記第１光Ｌ１を発生できる。
【００２１】
　前記多数の光学粒子ＦＰは前記保護層２０内部に分散され得る。以下、前記多数の光学
粒子ＦＰの中で１つをその例として説明し、残りの光学粒子に対する説明は省略される。
【００２２】
　前記光学粒子ＦＰは蛍光体ＦＳ及び前記蛍光体ＦＳの表面に具備される多数のコアシェ
ル粒子ＣＰを含む。前記蛍光体ＦＳは前記第１光Ｌ１を受信して前記第１光Ｌ１と異なる
波長を有する第２光Ｌ２を発生させる。本発明の実施形態では、前記蛍光体ＦＳの材料は
前記第１光Ｌ１の色相及び前記ＬＥＤパッケージ１００から最終出射される出射光の色相
にしたがって適切に選択され得る。例えば、前記第１光Ｌ１の色相が青色であり、前記出
射光が白色とする場合に、前記蛍光体ＦＳはＹＡＧ（Ｙｉｔｔｒｉｕｍ　Ａｌｕｍｉｎｉ
ｕｍ　Ｇａｒｎｅｔ）蛍光物質を包含することができる。この場合に、前記第１光Ｌ１の
一部は前記ＹＡＧ蛍光物質に吸収されて前記ＹＡＧ蛍光物質から黄色光が出射される。し
たがって、前記ＹＡＧ蛍光物質の発光に関与しない前記第１光Ｌ１の残りと前記黄色光が
混合されて前記出射光は白色光になることができる。
【００２３】
　前記コアシェル粒子ＣＰは前記蛍光体ＦＳの表面に配置される。以下、前記コアシェル
粒子ＣＰの中で１つをその例として説明し、残りのコアシェル粒子に対する説明は省略さ
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れる。
【００２４】
　前記コアシェル粒子ＣＰは金属粒子ＭＰ及び絶縁層ＤＬを含む。前記金属粒子ＭＰは金
属材料を含んで粒子形状を有し得り、本発明の実施形態では、前記金属材料は金、白金、
銀、パラジウム、カドミウム、コバルト、ルテニウム、銅、インジウム、ニッケル、及び
鉄の中でいずれか１つ又はこれらを少なくとも１つ含む合金を包含することができる。
【００２５】
　前記絶縁層ＤＬは光透過性を有して前記金属粒子ＭＰの表面をコーティングする。本発
明の実施形態では、前記絶縁層ＤＬは窒化物及び酸化物の中の少なくともいずれか１つを
包含することができる。例えば、前記酸化物はチタニウム酸化物、シリコン酸化物、マグ
ネシウム酸化物、アルミニウム酸化物、及びイットリウム酸化物の中で少なくともいずれ
か１つを包含でき、前記窒化物はシリコンナイトライド及びアルミニウムナイトライドの
中で少なくともいずれか１つを包含することができる。
【００２６】
　以下、前記コアシェル粒子ＣＰの機能に対しても図４を参照してより詳細に説明すれば
、次の通りである。図４は図３に図示されたコアシェル粒子の表面を拡大して示した図面
である。
【００２７】
　図４を参照すれば、金属粒子ＭＰの表面に絶縁層ＤＬがコーティングされた場合に、前
記金属粒子ＭＰ及び前記絶縁層ＤＬの間の界面に電子が集団的に振動する現象、所謂、表
面プラズモン（ｓｕｒｆａｃｅ　ｐｌａｓｍｏｎ）が発生し、前記表面プラズモンによっ
て電磁気波の一種である表面プラズモン波（ｓｕｒｆａｃｅ　ｐｌａｍｏｎ　ｗａｖｅ：
ＰＰ）が生成される。前記表面プラズモン波ＰＰは前記界面に沿って進行する電磁気波の
一種であって、空間でランダムな方向に進行する一般的な電磁気波とは異なり、前記表面
プラズモン波ＰＰは前記界面と大略的に平行な方向に進行する。
【００２８】
　一方、前記第１光Ｌ１及び前記第２光Ｌ２の中で少なくともいずれか１つの光成分が前
記絶縁層ＤＬを透過して前記金属粒子ＭＰ側へ入射する時、前記光成分を入射光ＩＬとし
て定義し、前記入射光ＩＬが前記金属粒子ＭＰへ入射される角、より詳細には、前記金属
粒子ＭＰの表面と垂直である法線ＰＬ及び前記入射光ＩＬの間の角を入射角ＩＡとして定
義する時、前記入射角ＩＡの特定値に対応して前記入射光ＩＬと前記表面プラズモン波Ｐ
Ｐの位相が互いに一致することができる。この場合に、前記入射光ＩＬのエネルギーは前
記金属粒子ＭＰに吸収され、その結果、前記界面と垂直な方向の電気場分布は指数関数的
に増加する。一方で、前記金属粒子ＭＰの内側へ行くほど、前記界面と垂直な方向の電気
場分布は急激に減少する現象が発生する。前記現像を所謂表面プラズモン共鳴（ｓｕｒｆ
ａｃｅ　ｐｌａｓｍｏｎ　ｒｅｓｏｎａｎｃｅ）と称し、前記表面プラズモン共鳴が発生
する時、前記入射角を共鳴角（ｓｕｒｆａｃｅ　ｐｌａｓｍｏｎ　ｒｅｓｏｎａｎｃｅ　
ａｎｇｌｅ：ＲＡ）と称する。
【００２９】
　したがって、前記表面プラズモン共鳴によって前記金属粒子ＭＰの表面に局部的な電気
場（Ｌｏｃａｌｉｚｅｄ　ｆｉｅｌｄ）が発生し、前記局部的な電気場は前記蛍光体ＦＳ
の励起された電子が再結合（ｒｅｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ）される速度を増加させる。し
たがって、前記電子の再結合速度が増加することによって、前記蛍光体ＦＳが発光できる
条件が充足される頻度が増加されるので、結果的に、前記表面プラズモン共鳴によって前
記蛍光体ＦＳの発光効率が向上され得る。
【００３０】
　前述したことによれば、前記入射角ＩＡが前記共鳴角ＲＡを満足させる頻度が増加する
ほど、前記表面プラズモン共鳴によって前記蛍光体ＦＳの発光効率が向上され得る。前記
入射角ＩＡが前記共鳴角ＲＡを満足させる頻度を増加させるためには前記第１光Ｌ１及び
前記第２光Ｌ２が散乱されてその進行方向ががランダムであるほど、有利であり得る。し
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かし、本発明の実施形態では、前記金属粒子ＭＰ及び前記絶縁層ＤＬは互に異なる誘電率
を有するので、前記入射角ＩＡが臨界角条件を満足する場合に、前記入射光ＩＬが全反射
されることができる。したがって、前記全反射によって前記金属粒子ＭＰは前記第１及び
第２光Ｌ１、Ｌ２を散乱させるので、前記第１及び第２光Ｌ１、Ｌ２の進行方向がランダ
ムになり得、これは各々が前記金属粒子ＭＰを含むコアシェル粒子ＣＰを蛍光体（図３の
ＦＳ）の表面に配置することによって前記表面プラズモン共鳴によって前記蛍光体ＦＳの
発光効率が向上され得ることを意味する。
【００３１】
　また、前記コアシェル粒子ＣＰは前記蛍光体ＦＳの表面に配置されるので、前記第２光
Ｌ２の中で前記表面プラズモン共鳴に関与する光成分以外に残りの光成分は前記金属粒子
ＭＰを経由するようになる。したがって、前記金属粒子ＭＰによって前記第２光Ｌ２が散
乱される効果はさらに向上され得るので、前記表面プラズモン共鳴によって前記蛍光体Ｆ
Ｓの発光効率が向上され得る。
【００３２】
　また、前記コアシェル粒子ＣＰは前記蛍光体ＦＳの表面に配置されるので、温度及び湿
度のような外部環境に前記蛍光体が直接的に露出されることを防止することができる。し
たがって、前記外部環境によって前記蛍光体が劣化されることを低減させることができる
ので、寿命及び色純度と関連する前記蛍光体の発光機能の信頼性が向上され得る。
【００３３】
　図５は本発明の実施形態による絶縁層の厚さに応じた蛍光体の発光強さの相対値を示す
グラフである。
【００３４】
　図３及び図５を参照すれば、第１グラフＧ１は本発明の実施形態によるものであって、
金属粒子ＭＰが銀を含んでその直径が約３．５ナノメータであり、絶縁層ＤＬがマグネシ
ウムオキサイドを含む場合に、前記第１グラフＧ１は絶縁層ＤＬの厚さに応じた蛍光体Ｆ
Ｓの発光強さの相対値を任意単位（ａｒｂｉｔｒａｒｙ　ｕｎｉｔ）で示す。
【００３５】
　前記第１グラフＧ１を参照すれば、前記絶縁層ＤＬの厚さが０ナノメータ、即ち、コア
シェル粒子ＣＰで前記絶縁層ＤＬが省略された場合に、前記蛍光体ＦＳの発光強さは約１
．０５である。また、前記絶縁層ＤＬの厚さが１ナノメータ乃至２０ナノメータの範囲内
では、前記蛍光体ＦＳの発光強さは約１．０５から約１．９０まで増加し、前記絶縁層Ｄ
Ｌの厚さＴ２が２０ナノメータ乃至８０ナノメータの範囲内では、前記蛍光体ＦＳの発光
強さが約１．９０から約１．２まで減少する。したがって、前記絶縁層ＤＬの厚さＴ２が
約１ナノメータ乃至約８０ナノメータ範囲内において、前記蛍光体ＦＳの発光強さは、前
記絶縁層ＤＬの厚さＴ２が０ナノメータの場合より大きいので、前記絶縁層ＤＬの厚さＴ
２が約１ナノメータ乃至約８０ナノメータである範囲内で前記蛍光体ＦＳの発光強さ又は
発光効率が向上される効果がある。
【００３６】
　また、図５で図示していないが、前記金属粒子ＭＰの直径Ｔ１が約１ナノメータ乃至３
０ナノメータである範囲内である場合に、先に前記第１グラフＧ１で示された結果と類似
に、前記絶縁層ＤＬの厚さＴ２が約１ナノメータ乃至８０ナノメータ範囲内で前記蛍光体
ＦＳの発光強さは前記絶縁層ＤＬの厚さＴ２が０ナノメータである場合より大きい。した
がって、本発明の実施形態では、前記金属粒子ＭＰの直径Ｔ１は約１ナノメータ乃至３０
ナノメータであり得る。
【００３７】
　図６は本発明の他の実施形態による光学粒子の断面図である。図６を説明する場合、前
述した実施形態で説明された構成要素に対しては図面符号を併記し、前記構成要素に対す
る重複された説明は省略される。
【００３８】
　図６を参照すれば、ＬＥＤパッケージ（図１の１００）の保護層（図１の２０）内に分
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散された多数の光学粒子の中でその例として１つの光学粒子ＦＰ’が図示されている。前
記光学粒子ＦＰ’は蛍光体ＦＳ及び前記蛍光体ＦＳの表面に配置される多数のコアシェル
粒子ＣＰを含む。
【００３９】
　図６に図示された実施形態では、図２に図示された実施形態と異なり、前記多数のコア
シェル粒子ＣＰは前記蛍光体ＦＳの表面にコーティングされる。この場合に、前記多数の
コアシェル粒子ＣＰが前記蛍光体ＦＳの表面にコーティングされるために前記多数のコア
シェル粒子ＣＰは前記蛍光体ＦＳの表面に複数の層に積層され得る。
【００４０】
　上述したように、前記多数のコアシェル粒子ＣＰが前記蛍光体ＦＳの表面をコーティン
グする場合に、先に図４を参照して説明したように前記多数のコアシェル粒子ＣＰによっ
て第１光（図４のＬ１）及び第２光（図４のＬ２）が散乱される効果がより向上されるこ
とができるので、表面プラズモン共鳴によって前記蛍光体ＦＳの発光効率がより向上され
得る。また、前記多数のコアシェル粒子ＣＰによって前記蛍光体ＦＳの表面が外部に露出
されないので、外部環境によって前記蛍光体ＦＳが劣化されることを防止する効果をより
向上され得る。
【００４１】
　図７は本発明の他の実施形態による液晶表示装置の分解斜視図である。
【００４２】
　図７を参照すれば、表示装置６００はバックライトアセンブリー５００及び表示パネル
５２０を含む。前記バックライトアセンブリー５００は光を発生し、前記表示パネル５２
０は前記光を利用して映像を表示する。
【００４３】
　前記バックライトアセンブリー５００は多数のＬＥＤパッケージ１０１、印刷回路基板
１５０、収納容器５８０、反射板５７０、導光板５５０、多数のシート５４０、モールド
フレーム５３０、及びカバー部材５１０を含む。
【００４４】
　前記多数のＬＥＤパッケージ１０１は前記表示パネル５２０が映像を表示するのに使用
する光を発生する。前記多数のＬＥＤパッケージ１０１の各々は先に図１を参照して説明
されたＬＥＤパッケージ（図１の１００）と同一な構造を有するので、前記多数のＬＥＤ
パッケージ１０１の構造に対する具体的な説明は省略される。
【００４５】
　前記印刷回路基板１５０は前記多数のＬＥＤパッケージ１０１と電気的に連結され、こ
れによって、前記印刷回路基板１５０を通じて前記多数のＬＥＤパッケージ１０１へ電源
を提供することができる。本発明の実施形態では、前記多数のＬＥＤパッケージ１０１が
実装された前記印刷回路基板１５０は前記導光板５５０の一側部と対向するように配置さ
れ得る。
【００４６】
　前記収納容器５８０は底部及び前記底部から延長された多数の側壁を具備して、前記バ
ックライトアセンブリー５００の構成要素を収納する。本発明の実施形態では、前記多数
のＬＥＤパッケージ１０１から発生した熱を外部へ容易に放出するために前記収納容器５
８０は金属材料を包含することができる。
【００４７】
　前記導光板５５０は前記収納容器５８０に収納されて一側部が前記多数のＬＥＤパッケ
ージ１０１と対向する。したがって、前記多数のＬＥＤパッケージ１０１各々の発光面（
図１のＥＳ）は前記導光板の側部と対向して、前記発光面から出射された光は前記導光板
５５０の側部を通じて入射され得る。また、前記導光板５５０側へ入射された光は前記導
光板５５０に形成された光ガイドパターン（図示せず）によって外部へ出射されて前記表
示パネル５２０側に提供され得る。
【００４８】
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　前記反射板５７０はポリエチレンテレフタレート（ｐｏｌｙｅｔｈｙｌｅｎｅ　ｔｅｒ
ｅｐｈｔｈａｌａｔｅ：ＰＥＴ）及びアルミニウムのような光を反射する物質を含んで前
記収納容器５８０の底部及び前記導光板５５０の間に配置される。したがって、前記多数
のＬＥＤパッケージ１０１から発生して前記導光板５５０側へ入射されなかった光は前記
反射板５７０によって反射された後、前記導光板５５０へ入射され得る。
【００４９】
　前記モールドフレーム５３０は前記収納容器５８０と結合されて前記導光板５５０の縁
を前記収納容器５８０に支持する。前記モールドフレーム５３０の一部分は前記収納容器
５８０の底部と平行な方向に延長されて前記多数のシート５４０及び前記表示パネル５２
０が前記モールドフレーム５３０上に安着され得る。
【００５０】
　前記多数のシート５４０は前記表示パネル５２０の上部に配置される。前記多数のシー
ト５４０は前記導光板５５０から出射されて前記表示パネル５２０側へ入射される光の経
路を調節する光学シート及び前記表示パネル５２０の表面を保護する保護シートを包含す
ることができる。本発明の実施形態では、前記多数のシート５４０は前記表示パネル５２
０の背面を保護する保護シート５４１、正面での輝度を向上させるプリズムシート５４３
、及び光を拡散させる拡散シート５４５を包含することができる。
【００５１】
　前記表示パネル５２０は前記バックライトアセンブリー５００から発生した光を受信し
て映像を表示する。この実施形態では、前記表示パネル５２０は液晶表示パネルであり得
り、この場合に、前記表示パネル５２０は多数の画素電極を有する第１基板５２１、共通
電極を有する第２基板５２２、及び前記第１基板５２１と前記第２基板５２２との間に介
在された液晶層（図示せず）を包含することができる。
【００５２】
　カバー部材５１０は前記表示パネル５２０の表示領域が露出されるようにその一部が開
口され、前記表示パネル５２０の枠をカバーして前記収納容器５８０に結合される。前記
カバー部材５１０が前記収納容器５８０に締結されることによって、前記収納容器５８０
の内部に前記バックライトアセンブリー５００の構成要素が安定的に収納され得る。
【００５３】
　図８は本発明のその他の実施形態による表示装置の断面図である。一方、表示装置６０
１は先に図７を参照して説明されたバックライトアセンブリー５００を包含するので、図
８を説明する場合において、前記バックライトアセンブリー５００に対する具体的な説明
は省略される。
【００５４】
　図８を参照すれば、表示装置６０１はバックライトアセンブリー５００及び表示パネル
５２１を含む。この実施形態では、前記表示パネル５２１はエレクトロ・ウェッティング
表示パネルであって、前記表示パネル５２１は前記バックライトアセンブリー５００から
提供される光ＬＴを利用して映像を表示する。前記表示パネル５２１の構造に対してより
詳細に説明すれば次の通りである。
【００５５】
　前記表示パネル５２１は第１基板Ｓ１、第２基板Ｓ２、多数の隔壁ＷＬ、エレクトロ・
ウェッティング層ＦＬ、第１電極ＥＴ１、第２電極ＥＴ２、疏水性膜ＨＬ及び多数のカラ
ーフィルターＣＦを含む。前記第１基板Ｓ１及び前記第２基板Ｓ２は互に対向するように
配置され、前記第１基板Ｓ１及び前記第２基板Ｓ２はガラスのような光透過度を有する絶
縁物を包含することができる。前記多数の隔壁ＷＬは前記第１基板Ｓ１上に配置されて多
数の画素領域を定義する。この実施形態において、前記多数の画素領域は前記多数のカラ
ーフィルターＣＦが配置される領域と一対一対応することができる。
【００５６】
　本発明の実施形態では、前記多数のカラーフィルターＣＦは前記第２基板Ｓ２上に配置
され、前記多数のカラーフィルターＣＦは赤色フィルターＲＦ、緑色フィルターＧＦ、及
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び青色フィルターＢＦを包含することができる。前記多数のカラーフィルターＣＦは前記
バックライトアセンブリー５００から発生して前記エレクトロ・ウェッティング層ＦＬを
透過した光ＬＴをカラー光にフィルタリングする。
【００５７】
　前記第１電極ＥＴ１は前記第１基板Ｓ１上に配置され、前記第２電極ＥＴ２は前記第２
基板Ｓ２上に配置されて前記第１電極ＥＴ１と対向する。これによって、前記第１電極Ｅ
Ｔ１及び前記第２電極ＥＴ２の間に電界が形成され、これによって、前記エレクトロ・ウ
ェッティング層ＦＬ内で第１流体Ｆ１及び第２流体Ｆ２の流動を制御することができる。
【００５８】
　前記疏水性膜ＨＬは前記第１電極ＥＴ１をカバーして前記エレクトロ・ウェッティング
層ＦＬと接する。これによって、前記疏水性膜ＨＬによって前記エレクトロ・ウェッティ
ング層ＦＬ内の疏水性を有する流体と前記疏水性膜ＨＬとの間に湿潤性が向上され得る。
【００５９】
　前記エレクトロ・ウェッティング層ＦＬは互いに混じらない第１流体Ｆ１及び第２流体
Ｆ２を含む。本発明の実施形態では、前記第１流体Ｆ１は電気的に非伝導性であるブラッ
クオイルであり、例えば、ヘキサデカン（ｈｅｘａｄｅｃａｎｅ）のようなアルカン及び
シリコンオイルのようなオイルであり得る。また、前記第２流体ＦＬ２は電気伝導性又は
極性を有し得り、透明であることができる。例えば、前記第２流体ＦＬ２は水とエチルア
ルコール混合物に塩化カリウムが溶解された溶液又は水に塩化カリウムが溶解された溶液
であり得る。
【００６０】
　したがって、前記第１電極ＥＴ１及び前記第２電極ＥＴ２の間に形成された電界によっ
て前記第２流体Ｆ２及び前記第１電極ＥＴ１の間に引力が発生すれば、前記第２流体Ｆ２
は前記エレクトロ・ウェッティング層ＦＬ内で前記第１電極ＥＴ１に隣接するように移動
する。その結果、前記第１流体Ｆ１は前記第２流体Ｆ２によって、前記画素領域各々の縁
側へ押し寄せることができる。上述した前記エレクトロ・ウェッティング層ＦＬ内で前記
第１流体Ｆ１及び前記第２流体Ｆ２の移動にしたがって、前記バックライトアセンブリー
５００から発生して前記エレクトロ・ウェッティング層ＦＬを透過する前記光ＬＴは前記
多数のカラーフィルターＣＦによってカラー光にフィルタリングされ、これによって、前
記カラー光を利用して前記表示パネル５２１に映像が表示され得る。
【００６１】
　上述した本発明の実施形態によれば、蛍光体の表面にコアシェル粒子が配置されるか、
或いはコーティングされるので、コアシェル粒子各々の金属粒子によって表面プラズモン
共鳴が誘導され、前記表面プラズモン共鳴によって発生する局部的電気場によって前記蛍
光体の発光効率が向上され得る。
【００６２】
　また、本発明の実施形態によれば、蛍光体の表面にコアシェル粒子が配置されるか、或
いはコーティングされるので、コアシェル粒子各々の金属粒子によって発光ダイオード及
び蛍光体から発生する光が散乱され得る。したがって、前記散乱された光が前記金属粒子
に入射する時の入射角が表面プラズモン共鳴を発生させる共鳴角を充足させる頻度数が増
加し、これによって前記表面プラズモン共鳴がより活性化されて前記蛍光体の発光効率が
より向上され得る。
【００６３】
　また、本発明の実施形態によれば、蛍光体の表面にコアシェル粒子が配置されるか、或
いはコーティングされるので、温度及び濕度のような外部環境に蛍光体が直接的に露出さ
れることを防止でき、これによって蛍光体が劣化されることを低減させることができる。
したがって、寿命及び色純度に関連された蛍光体の発光機能の信頼性が向上され得る。
【００６４】
　以上では本発明の望ましい実施形態を参照して説明したが、該当技術分野の熟練された
当業者又は該当技術分野に通常の知識を有する者であれば、後述される特許請求の範囲に
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記載された本発明のマッピング及び技術領域から逸脱しない範囲内で本発明を多様に修正
及び変形できることは理解できる。
【符号の説明】
【００６５】
　ＦＰ・・・光学粒子
　ＬＤ・・・発光ダイオード
　ＣＰ・・・コアシェル粒子
　ＦＳ・・・蛍光体
　ＤＬ・・・絶縁層
　ＭＰ・・・金属粒子
　ＲＡ・・・共鳴角
　ＩＡ・・・入射角
　ＩＬ・・・入射光
　１００・・・ＬＥＤパッケージ
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